
これまでのUNFCCC COPで「森林・自然」
の何が決まったのか：

グローバルな森林減少の現状とコミットメント実現にむけて

藤﨑 泰治

「ネイチャーCOP」の本質を読み解く：企業が直面する自然資本とサプライ
チェーンの転換点・新潮流
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1. ネットゼロパスウェイにおける森林
の位置づけ

2. COPにおける「森林・自然」議論の
変遷：

3. グローバルな森林減少の現状と要因
4. コミットメントを実現へ

https://cop30.br/en/news-about-cop30/cop30-brasil-radio-bulletin/the-value-

of-life-understand-how-brazil-s-new-fund-aims-to-save-tropical-forests
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森林は気温目標達成の鍵：まず排出を抑え（森林破壊防止）、そして
吸収を増やす（植林・保全）
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気温上昇を1.5℃に抑えるための排出経路 (IPCC, 2018)

https://euredd.efi.int/a
bout/about-redd/

https://climatetransform.com/re
forestation-examples-around-
the-world/

排出 吸収

⚫ 森林減少は世界の排出の約11% を占める
⚫ グローバルネットゼロには「吸収（回復、吸
収」が必須

排出を抑える（森林減少の防止）ことが、時間軸と規
模の観点から緊急の課題
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UNFCCC COPにおける「森林・自然」議論の主な流れと焦点：
「排出削減の手段」、「途上国の包括的な森林保全」、そして「高レベルな政治的目
標と広範な自然の促進」へ

1997- 2005 2015 2021 2025

途上国の森林保全（REDD+)のルール作り ハイレベルな森林目
標の設定と自然の
促進（NbS)

• ワルシャワ枠組：主要
なREDD+要件を決定

COP
19

• REDD+のスコープと作
業計画が合意

COP
13

カンクン合意：REDD+環境・
社会セーフガード採択

COP
16

• シャルム・エル・シェイク実施計画：自然
を基盤とした解決策（NbS）を奨励

COP
27

• GST決定：2030年までに森林減
少zeroを再確認、NbSの強調

COP
28

• グラスゴー・リーダーズ宣言：2030年までに森
林減少と土地劣化を食い止め、回復させる

COP
26

京都議定書COP
３

AR CDM：森林吸収
源が削減手段として
組み込まれた COP21

（パリ協定）
REDD+が気候目
標達成のための
公式な手段に

森林参照レベルの技術面
についての合意

COP
1７

• 議題として提案される
COP

11

「野心設定」か
ら「実行」へ？
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目的：途上国の森林減少・劣化からの排出削減と吸収強化（森林保全、持続的管理、炭素蓄積強化）

仕組み：排出削減・吸収強化結果に対して経済的インセンティブ（結果に基づく支払い）を提供する

セーフガード情報
システム

「生態系の健全性を
損なわない」と「住
民権利の尊重と参加
を担保」することが
必須条件

国家森林モニタリング
システム

リモートセンシング
地上調査

結果に対する
支払い

二重払い防止
など
レジストリ的
役割

国家戦略・
行動計画

どのような原因に
どうやって対処？

（国・準国レベル
で実施）

サマリー

MRVされた
リザルト・
参照レベル

排出削減・吸収強化結果に基づくの支払いの前に情報を
公開

途上国

国際基金

ODA

炭素市場

REDD+: パリ協定以前に完成した、途上国の森林保全による緩和策

出典：山ノ下（2014）
能力向上のための支援

レディネス資金 （国際基金、ODA)
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• 2030 年までに森林の消失と土地の劣化を食い止め、さらにその状況を好転させる

• 持続可能な生産・消費、貿易及び金融・投資という相互に関連した分野で変革をもたらす更なる行動
等が必要

→議論の拡大と民間セクターへの期待

• これまで気候変動交渉では踏み込みにくかった農業、貿易、消費、サプライチェーンといった、森
林減少のドライバーそのものに国際社会の焦点が拡大した

• これまで限定的であった民間セクターの役割が拡大した

2021年以降は、政治的コミットメントを高める動き：気候変動政策における森林減
少ゼロ目標と議論の発展

https://webarchive.nationalarchives.gov.uk/ukgwa/20230418175226/https://

ukcop26.org/glasgow-leaders-declaration-on-forests-and-land-use/ https://unfccc.int/topics/global-stocktake

COP28のグローバル・ストックテイク（2023年）COP26でのグラスゴー首脳宣言（2021年）
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世界は2030 年に森林減少ゼロ達成への道筋から大きく外れている

2024年の森林減少は、807万haで8割が熱帯の途上
国で発生。2030年までに森林減少ゼロを達成する
ためのパスウェイから63%も外れている。

年
間
森
林
減
少
面
積

出典：Forest Declaration Assessment Partners (2025)

2024年の森林
減少面積

2018年〜2020年の平均値
を基準とし、2030年までに
森林減少達成する軌道

2015年～2024年の森林減少（百万ha）
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恒久的な農業転換 (Permanent Agriculture)

鉱物資源採取焼き畑農業

居住地とイン
フラ開発

出典：Forest Declaration Assessment Partners (2025)

オイルパーム

アカシア植林
© Samejima

鉱山開発

牛肉（15%〜20%）、パーム油（約70％）、大豆（45～49％）、木
材・紙製品（製材の場合訳30％）、カカオ（約70％）、コーヒー
（60～80%)、天然ゴム（不明）が転換の半分程度の理由
（）の数値は世界の生産量に対して輸出の示す割合
出典：Goldman el al. 2020, IISD Global Market Report (2020, 2022, 2024),  

FAOSTAT, OECD-FAO Agricultural Outlook 2023-2032

世界の森林減少のほとんどが、農地の拡大によって引き起こさ
れ、輸出が大きな背景に。
• 特に牛肉、パーム油、大豆、木材・紙製品、カカオ、コーヒーなどの
コモディティは、その主要な原因

• これらの多くは、先進国や大規模消費国への輸出用に生産されている オイルパームプラ
ンテーション

© Samejima
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生産現国のアクションだけでなく、需要側のアクションが森林減少対策に求められる

加工と消費

農地拡大とそれによる
森林減少と排出

生産

熱帯の生産国

REDD+の実施や持続的な生産アプローチ

需要側

森林減少を引き起こさない生産に対する
インセンティブと協力

国際社会・先進国からの森林モニタリン
グ・法制度・ガバナンスの能力向上支援、
資金

国政府：政策・法制度
• 輸入規制（EUDR）

• 国家の方針（ネイチャーポジ
ティブ経済移行戦略、みどり
の⾷料システム戦略など）

• パートナーシップ

企業の行動：調達方針、サプラ
イチェーンのサステイナブル化、
情報開示

• サプライチェーン内の評価・
排出削減
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「Nature COP、そして実施のCOP」
グローバル森林目標の実現にむけて日本の民間企業はどのように貢献するのか？

• 森林のルール交渉は10年前に完了し、グローバル目標（2030年森林減少ゼロ）も確立済み。

• 民間セクターは森林保全・生産とサプライチェーンの変革主体
➢ 生産現場への投資、調達方針・サプライチェーンの透明性確保といったネガティブ
の抑制（森林減少の防止）

➢ 森林保全や森林炭素への投資といったポジティブの促進（森林保全・回復の機会）

• 日本の大きなポテンシャル：
➢ 市場と調達力：海外から農林作物を大量に調達・消費
➢ 企業の進化：TNFDなどサプライチェーンのサステナビリティに取り組む企業が増加
➢ 技術と知見：途上国へのREDD+支援実績
➢ 民間企業によるクレジット活用方法の可能性

「気候変動対策は、私たちの時代の決定的なビジネス機会である。民間セクターこそが、
この移行を『実行』へと加速させるための不可欠なステークホルダーである (COP30ブ
ラジル議長）
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